青風荘　　フェイスシート　　　　　　
平成24年　3月　5日　担当　中村文洋　　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　吉田　キクエ　様　　　男・女　　　　昭和　6　年　11　月　17　日生（　80　歳）

	
	　住　所　　八戸市南類家3丁目11－6（八戸市田向字田向5－2　Ｈ21.1.15変更）　電話　43－9571

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　

	
	発症時期
	S　44年　6月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約　42年

	
	入院回数
	　　2回　　
	延べ入院年数
	　約　28年　5ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1　回）

	医療区分
	生活保護

(担当渡辺氏）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　2　級）

	経済状況
	年金
	　　　　　　生活保護（約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	　H13年7月11日
	身長
	149.4cm
	体重
	現在：60.5kg

前回：58.6kg

	最終学歴
	尋常小学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　農業・魚加工
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　石橋　章央　　　様　　　　　　　続柄　　長男　　　（同居　・否）

	利用目的

顕著になっている社会性の低下、意欲低下の回復。対人関係技術の未熟さの改善。



	入院・治療歴　

　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
１　S44年　7月～S44年10月　　　入院　　　　　　　青南病院

２　S47年　 5月～H13年　 7月　　　入院　　　　　　　青南病院

	生活歴　

同胞8名の第7子として出生。生来、孤立的、神経質、気分易変的。尋常小学校卒業後、家業の農業を手伝っていたが、間もなく無為自閉となる。20歳時に結婚、2子もうけるが、症状悪化が原因で離婚している。当院1回目退院後、魚加工の仕事に就くが、再燃により短期間で辞めている。

Ｈ13年7月11日、青風荘入所。

Ｈ18年7月5日入所延長～現在に至る

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· H18年7月、入所満期時に妹氏と本人の長男が来荘され、処遇面談後に長男が保護者となっている。H23.6/29、入所の延長契約の為に長男が来荘。入所継続の面談後、延長契約を行なっている。延長契約以外では長男の来荘は無い。連絡をしてくることも無い。

· Ｈ22・10/17に四姉が危篤状態となりその後死去。現在は妹のみ生存。（妹は入院中の面会や青風荘見学の際など協力的であった）時々面会に来荘されている。

· 次男は統合失調症で入退院を繰り返しており、現在は湊病院の施設に入所中。Ｈ22・11/26、30年ぶりに次男と面会された以降、電話や手紙にて連絡を取り合っている。



	本人の兄弟・姉妹構成

















平成24年　3月　5日

	氏　名
	吉田　　キクエ　様
	男・女
	生年月日
	昭和　6年　11月　17日（　80歳）


	長期目標（中期・短期）

	　・生活技能の拡大と身体機能の維持。

・体重増加を防ぐ。


	これまでの経過　（前回評価日　23年　10日　31日　）

	前回の問題点

①　身体機能の低下が見られる。　　　　　②　保護者（長男）との関係修復。　　　

面談　（　H24.2/18　）

体調　　　　：エアロビの後は腰が痛くなるとの不満の訴えがあります。

家族関係　　：施設入所中の次男（秀利様）の所へ単身で外出してみたいとの希望があります。長男の石橋章央様に関しては「仕事忙しいと思うから・・」「（自分に）会いたいと思ってないこった」と話しており、本人も会う事に消極的。連絡を取ってみる事を勧めるが、あまり乗り気ではありません。

気になる事　：Ｈ22年10月に次姉様が亡くなっていますが、葬式に出席していないことについて申し訳なく思っているとのこと。お盆の墓参りに行くことを提案すると、「妹に連れて行ってもらうかな」と話しています。

生活上の希望：市街地へ単身で買物に行けるようになりたいと話しています。面談中も「許可ほしいなぁ」との発言が聞かれています。

病状について

【　精神症状等　】

・　精神症状安定し、服薬・睡眠にも問題は見られません。

【　身体機能低下　】

・　聴力の衰え　　⇒両耳が聞こえにくく、血圧測定などの荘内放送を聞き取れないことがあります。

※　膝の痛み　　　⇒エアロビ等の運動後に腰が痛くなる以外の不調ない。

日常生活の様子
【　生活の様子　】

日中：自室で音楽を聞いて過ごすことが多く歌番組など好きな番組がある際にはホールへ下りてきています。

休日：よこまちへ買い物に行くことが習慣となっています。その他自室で音楽を聴いて過ごすことが殆どです。

【　他者交流　】

・　自分から他者に話し掛けることはあまり見られませんが、必要なことは伝える事が出来ています。

【　家族関係　】

・　次男（石橋秀利）様と手紙や電話を使って交流を図っています。

ＡＤＬ（日常生活動作）　

①食事　　②歩行　　③入浴・整容　　④排泄・着脱衣　：　各項目ともに単身で問題なく行なえています。

社会生活能力
1 健康管理（体重・体脂肪）

・Ｈ23年5/30、56.4kg・38.8％　　⇒　　H24年2/21、60.5kg・38.4％　　（＋4.1kg、-0.4％）

②　買物(金銭管理含む)　③　掃除・洗濯　　：　各項目ともに単身で問題なく行なえています。

今後の支援

今後の支援として、本人の希望である姉様のお墓参りが叶うように本人から妹様や姪様へ墓参りの依頼だけでなく、場合によってはスタッフからも協力の依頼を行なっていきます。また、80歳と高齢であることを配慮し、普段の生活や各プログラムにおいて本人の不満点や希望を引き出し、その心身の状態に合わせた快適な生活を送ってもらえるように継続した支援を行なっていきます。


	支援項目
	介入方法
	支援期間

	① 　身体機能の低下への対処

· 両耳が聴こえ難くなっている。

· 体重・体脂肪の増加。

· 不調時を伝えてくることがあまり無い。
	· 高齢による、両耳の難聴がある為、会話では声を大きくして聞き取りやすいようにする。

· 身体機能の低下と体重・体脂肪の増加を防ぐ為、荘内プログラムではストレッチや体操といった体への負担が少ない運動を勧めていく。

· 腰痛といった身体状況について青陽館スタッフと情報交換を行い、本人は納得のいく無理のないプログラムへの参加を検討していく。

· 身体機能だけでなく免疫機能の衰えも考慮し、体調不良時に直ぐ気付けるよう見守りを行なっていく。

· 体調不調時にはスタッフへ知らせるよう、勉強会などで繰り返し伝えていく。

· 間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。


	　　3ヶ月

	②　保護者（長男）との関係修復

	· 長年疎遠となっている保護者は本人との面会を拒んでいる様子。保護者は妹や姪とは連絡（電話）を取っている為、場合によっては関係修復の協力依頼をしていく。

・　定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）の際には別途に面談の必要性を記載する。

	　　6ヶ月

	③　気になる事の解消

・　姉様の墓参り


	· 妹様・姪様へのお盆の墓参りに連れて行って欲しいという旨の依頼の仕方を伝えていく。

· 必要時には、スタッフからも本人の希望について本人の妹・姪へ協力依頼を行なっていく。
	5ヶ月

	障害程度区分
障害程度区分の判定結果は、「区分３」で通知されています。

介護認定調査

介護認定調査の結果は、「要介護１」で通知されています。




プラン作成者：中村　文洋

修正プラン実施評価日： H　24年　3月　5日（月）　青山荘地域交流活動室
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吉田勝則氏
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H22.10死去（石田氏）





吉田ヤス氏








